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　　　　　学校教育目標ɰ夢に向かって　～笑顔　根気　思いやり～ 
          
 
 
                       
 
 

          　　　秋田県学習状況調査の結果より　　　　 

　 ４、５、６年生を対象にして12月に行われた学習状況調査の結果について、全体的な傾向をお知らせいたします。 
　 学校では、結果を分析し、今後の指導に生かしていくことを全職員で確認しております。個人票は１月３１日（金）に
配付しますので、各自の家庭学習等の参考にしてくださいますようお願いいたします。 
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 【算数】
　正三角形の構成（４年）、立体の体積（５年）、円
周やひし形の面積（６年）など図形領域の問題が県
平均を下回っていた。作図をして考えたり、ICT を
活用して図を操作したりするなど、思考を働かせな
がら理解できるようにしていく。各学年に応じた算
数用語や数、式、図、表、グラフを活用して表現す
ることができるように、計画的・系統的に指導して
いく。また、考えたことを交流する場や形態を工夫
し、充実した学び合いを通して考えを深めることが
できるようにする。　

 【理科】
　４年生では昆虫の体の部分である「はら」や実験
器具の名称「検流計」、５年生では薬品名「ヨウ素
液」、６年生では臓器の名称「小腸」などで誤答が
多かった。実験や観察時に、器具の名称や正しい手
順・方法を確実に理解できるようにしていく。また、
結果を基に考察したことを話し合う活動を通して、
事象を自分の言葉でまとめる学習過程を大切にして
いく。

 【社会】
　５年生では資料から答えを導き出す問題で誤答が
見られた。６年生では学習した内容と資料を関連付
けて答えることに課題が見られた。学習内容を正確
に理解できるようにするとともに、資料から読み取
ったことを適切に表現する活動を取り入れていく。
また、地図帳や地球儀を活用し、「緯度」「経度」の
意味などについても知識を正確に身に付けるように
していく。　　

 【国語】
　ことわざの意味（４年）、慣用句の意味（５年）、
部首の理解（６年）など言語事項に関する誤答が多
かった。様々な言葉の意味や漢字の成り立ちに触れ
るようにし、定着を図っていく。「読むこと」につ
いては、初見の長文の構成や内容をつかむ力に課題
がある。物語や説明文の学習では、段落相互の関係
を適切に捉える活動を取り入れていく。「書くこと」
については、経験したことを基に考えたり、思った
りしたことを表現する機会を設け、書く力を身に付
けていく。　
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